
第 27回四国ジュニア選手権秋季大会 

競技日：10月 27日（土）小学生の部（競技終了後表彰式を兼ねた懇親会開催） 

10月 28日（日）中・高校生男子の部、中・高校生女子の部競技終了後表彰式 

競技の条件 

本競技においては、2016年度 JGAゴルフ規則及び下記特別規則を適用する。 

1. 使用球は、R＆A発行の最新の公認球リスト（JGAホームページ参照）に記載されたものでな

ければならない。この条件の違反の罰は競技失格。 

2. 中・高校男子の部、高校女子の部は歩きでのプレーだが、3～4 番・インコースにある橋を渡

る時は待機しているカートに乗車できる。また、天候等によりハーフターン時にカートに乗車

する場合がある。手押しカートの使用は禁止する。 

3. ホールとホールの間での練習禁止 

競技者はプレーを終えたばかりのホールのグリーン上やその近くでの練習ストロークをし

てはならない。これに違反して練習した場合、競技者は次のホールで 2 罰打を加えなけれ

ばならない。但し、そのラウンドの最終ホールのときは競技者はそのホールで罰を受ける。 

4. コンペティションティは高校男子・中学男子は青マーク（6,320Y）、高校女子・中学女子はコ

ンペマーク（6,000Y）、オープン参加の小学生はシルバーマーク（4,241Y）を使用する。 

5. 11 番・17 番ホールで第 1 打が OB になった場合、特設ティよりプレイング 4 にてプレーする

ことができる。 

6. 使用クラブの規格 

プレーヤーが持ち運ぶドライバーは R＆A によって発行される最新の適合ドライバーヘッ

ドリスト（モデルやロフトによって識別される）上に掲載されているクラブヘッドを持つ

ものでなければならない。 

例外：1999年より前に製造されたクラブヘッドを持つドライバーはこの条件から免除され

る。 

7. スコアカードの提出は本大会においては、エリア方式を採用する。 

8. 小学生の部で 1位が同スコアの場合、マッチング・スコアカード方式にて順位を決定する。優

勝者以外の競技者は 2位タイとする。以下の順位も同スコアはタイ位とする。 

9. 悪天候等によりプレーが中断した場合、競技中止の時点で9ホールを消化していれば競技成立、

消化していなければ不成立とする。なお、9 ホールでの競技成立の場合は、OUT・IN 各々の

スコアにて順位を決定する。 

10. コース内およびクラブハウス内では、携帯電話など通信測定機の使用を禁止する。 

競技特別規則 

1. アウト・オブ・バウンズの境界は、白杭をもって表示する。現にプレーしているホールの OB

線を越えた地点にある球は、OBとする。 

2. ラテラルウォーターハザードは赤杭で表示する。 

3. 修理地は青杭を立て、白線をもってその限界を表示する。人工芝の張った道路は道路全体を修

理地とし、救済を受けることができる。 

4. スルーザグリーン内の竹の添木をしてある若木、距離表示板及び排水溝がプレーヤーの意図す

るスイングの区域の妨げとなる場合、球は罰なしに拾い上げ、JGA 規則 24‐2b（動かせない

障害物）に規定されている手続きに従ってドロップしなければならない。拾い上げた球は拭く

ことができる。 

5. クローズド（CLOSED）の表示のある予備グリーンは、プレー禁止の修理地（スルーザグリー

ン）とし、そのうえに球が止まっているか、または、スタンスがかかる場合は、規則第 25 条

第 1項 b（i）を適用しなければならない。                《裏面に続く》 



6. 舗装された道路に接した排水溝は、その道路の一部とみなす。 

7. スルーザグリーンの区域で球がその勢いで自ら地面に作った穴（ピッチマーク）にくい込んで

いるときは、その球は罰なしに拾い上げてふき、ホールに近づかずしかもその球のあった箇所

にできるだけ近い所にドロップすることができる。 

8. 青杭の立っているバンカーは全面修理のバンカーとする。無罰にてホールに近づかず、バンカ

ー外にドロップすることができる。 

※ 本規則に追加及び変更のある場合は掲載する。 

9. プレーヤーの球がパッティンググリーン上にある場合、その球やボールマーカーはプレーヤー

やキャディー、またそのいずれかの携帯品によって偶然に動かされても罰はない。その動かさ

れた球やボールマーカーは規則 18-2、規則 20-1 に規定されている通りにリプレースされなけ

ればならない。このローカルルールはプレーヤーの球やボールマーカーがパッティンググリー

ン上にあり、いかなる動きも偶然である場合にだけ適用する。 

競技委員長 吉岡 一郎 

 

注意事項 

1. 服装について（詳しくは別添のユニフォーム規定でご確認下さい） 

●コースへは、制服で集合すること。制服のない学校はそれに準ずる学生らしい服装で集合す

ること。 

●競技中は、下記の服装をすること。 

・シャツ・・・単色のえりつき（柄のないもの） 

・スラックス及びスカート・・・単色 

・セーター・・・単色 

・帽子・・・2色までの帽子を必ず着用すること（小学生はバイザーでも可） 

・装飾品・・・髪留めのシュシュとリボンの使用は禁止する 

・その他のウェアーも上記に準ずるものとする。 

2. 試合場までの車中では学生らしい行動をし、決して一般の乗客の迷惑にならないよう十分注意

すること。特にキャディーバック等、荷物が車内で乗客の邪魔にならないよう気をつけること。 

3. クラブハウス内では大きい声を出したり、他人に迷惑をかけるようなことは一切しないように、

ゴルファーとしてエチケット、マナーを守ること。 

4. ルールブック（JGA発行の 2016年度版以降）及び目土袋は常に携帯し、目土を実行すること。

ローカルルール「競技の条件」のプリントも携帯すること。 

5. 失格など大会役員の決定についての抗議その他クレームは一切認めません。 

6. 大会当日、病気その他の理由で出場できない場合は必ず電話で報告すること。 

（高松カントリー倶楽部 TEL:0877-46-5555） 

7. 利用税免除のため、在学の証明になるものを持参すること。10 月 20 日（小学生の部）10 月

27日の指定練習日は大会事務局に申し込みすること。 

＜指定練習日のビギナー保護者の同伴プレーはご遠慮ください。＞ 

8. 使用球は最新の JGAの公認球リストに記載されたものに限る。（違反は競技失格） 

9. スタート 15分前に必ずティーグランド周辺に待機すること。 

10. 参加申し込み後、不参加の場合の参加料は返却いたしません。 

11. ギャラリー（小学生の保護者のみ）を希望される方は受付に申し出て下さい。 

12. ロッカールームでの飲食を禁止する。外部から持参の弁当などを飲食する場合は、2 階控室を

利用すること。 

デイリースポーツ四国本部・大会事務局 

TEL:0877-46-5555

